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7) ウシ血焚中の ColdlnsolublcGIobulinのWl災とそ

の性矧 こついて

鈴木宏沿･中村 仲 ･岩永瓜昭
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系統研究部門

江原昭畢 ･野上 裕生

相見 清 ･瀬戸口烈司

系統研部門は50年度に新設され,年度末までに人事が

ととのった｡朝叩ヨとしての研究は51年度から始まる｡

研 究 概 要

1) FT2品類各分湖群の形態特徴の系統発生学的研究

江 原 昭 革

1.頭部支持機構の比較形態学的研究 (前年度からの

続き)

2. ヒトを含む3品類下TJiltJの先述放伐の形悠学的分

析

1974年丸 ㌶応対各郡の関でPrognathieとSubgna-
thieの形態学的相Jmt･を指摘してきたが (Z.Morph.U.

Anthrop.),それと下顎IEJの相凹関係を分析し.さらに

食性との放伐的閃逆を吟味する (江原 ･茂原)｡

3. ヒトを含む詔長幼の爪の紐紙学的研究 (江灰 ･

H.Rothe･松木)

2) 昭和50年皮日独科学者交流郡光によるゲッティンゲ

ン大学客員教授

江 原 昭 苗

3) 東南アジアの地史学的研究

野 上 裕 生

認長籾進化の門371,として班雨アジアの地史を吟味す
る｡

4) 笠良知の伯の内野稲造の研究
野 上 裕 生

現生および化石F'tiiLL良知の出を収袋し,内部構造を比較

枚討して系統を明らかにする｡

5) 日本産ヤチネズミ如 (グ ッ出目)の分封学的研究

相 見 肌

日本の輔乳動物相の現惜ならびにそのIJR立過程の研究

の一環として,最新世中期～現tltにおける変辺を孤立す

る｡

6) 現生各種霊長類の比較形態学的研光

相 見 描

おもに骨格をとりあげ,個休の成長過程をJTTiuじて,そ

の柾的特故がどのようにして出現するかを追求する0

7) 印三紀の企虫放.原猿類および有袋類の研究

瀬戸口 烈 司

北アメリカのワイオミングより産出する節三紀前期の

叩乳籾の適応放散について検討すると同時に,研究 ･改

訂の韮礎となる骨格模型を収集した｡
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